
情報源 送信機

雑音源

受信機 受信者（チャネル）

メッセージ 信 号 受信された
信 号

メッセージ

シャノン＆ウィーバーの通信モデル図1

（関係）
（内容）

（関係）
（内容）情 報

情 報

情 報

情 報 誤
解
に
よ
る
理
解
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
苦
労
す
る
わ
け

CEL OUTPUT

鈴
木 

隆

は 

じ 

め 

に

　

組
織
・
社
会
を
生
成
す
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
よ
く
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
に
喩
え
ら
れ
る
。
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
子
供
で
も
容
易
に
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
日
々
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実

感
で
は
な
い
か
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
言
葉
だ
け
で
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
単
純
で
も
な
い
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
誤
解
し
あ

い
な
が
ら
理
解
し
あ
う
微
妙
な
行
為
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
夫
婦
の
会
話

か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
国
家
外
交
ま
で
、
そ
の
成
否
の
鍵
を
握
る
こ
の
微
妙
な

し
く
み
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
通
信
か

　

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
喩
え
に
も
、
実
は
理
論
的
な
裏
付
け
が
あ
る
。

シ
ャ
ノ
ン
＆
ウ
ィ
ー
バ
ー
の「
通
信
モ
デ
ル
」（
図
１
）で
あ
る（※

１
）。
送
信
者
が
話

し
た
音
声
を
電
気
的
な
信
号
に
変
換
し
、
雑
音
の
影
響
を
防
い
で
効
率
よ
く
伝

達
し
、
届
い
た
信
号
を
音
声
に
復
元
し
受
信
者
が

聞
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
や
社
会
学
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
も
、
こ
の
通

信
モ
デ
ル
や
簡
略
化
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ｒ（
情
報
源
↓
メ
ッ

セ
ー
ジ
↓
チ
ャ
ネ
ル
↓
受
信
者
）モ
デ
ル（※

２
）が
多

用
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
や
学
校
、
会
社
な
ど
の
日
常

生
活
で
も
、
通
信
モ
デ
ル
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
と
の
喩
え
が
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
通
信
モ
デ
ル
は
、
記
号
を
電

気
的
な
信
号
パ
タ
ー
ン
に
変
換
し
効
率
よ
く
伝
達

す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
通
信
工
学
の
理
論
で
あ

る
。
そ
れ
を
人
間
が
情
報
の
意
味
内
容
を
伝
達
す

る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
で
拡
大
適
用
す
る
の
は

行
き
過
ぎ
で
あ
る
。「
こ
の
理
論
は
、
意
味
論
的
な

レ
ベ
ル
を
伴
う
よ
う
な
通
信
上
の
諸
問
題
を
扱
う
の
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相互作用としてのコミュニケーション図2

A B

コミュニケーションの単位

（関係）
（内容）

（関係）
（内容）情 報

情 報

情 報情 報

情 報情 報
に
は
適
当
で
な
い
」（※

３
）。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
だ
け
に
着
目
し
、
人
間
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
の
重
要
な
局
面
に
適
合
し
な
い
機
械
的
な
線
形
モ
デ

ル
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る（※

４
）。
完
璧
に
ユ
ー
ザ
ー
お
よ
び
感
受
性
を
無
視

し
て
お
り
、「
左
脳
の
線
形
的
な
偏
向
の
典
型
」で
あ
る（※

５
）。
情
報
の
意
味
内
容

が
送
り
手
や
受
け
手
の
外
部
に
あ
っ
て
小
包
の
よ
う
に
往
来
す
る
と
の
考
え
は
と

ら
な
い（※

６
）。

人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
れ
で
は
、
人
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
く
み
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

い
い
の
か
。
人
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
デ
ル
を「
対
話
モ
デ
ル
」と

呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
対
話
モ
デ
ル
と
通
信
モ
デ
ル
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。

　

本
稿
の
対
話
モ
デ
ル
は
、以
下
の
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。第
１
に
、

20
世
紀
最
大
の
思
想
家
と
も
言
わ
れ
る
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
理
論（※

７
）を
基
本
と
す
る
。
こ
れ
は
彼

が
人
間
や
イ
ル
カ
、
カ
ワ
ウ
ソ
の
観
察
研
究
に
基

づ
い
て
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
２
に
、
こ

の
理
論
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
家
族
療
法
、
短

期
療
法
の
理
論（※

８
）を
取
り
入
れ
る
。
家
族

療
法
、
短
期
療
法
は
、
臨
床
心
理
の
現
場
で
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
顕
著
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
第
３
に
、ベ
イ
ト
ソ
ン
以
降
に
発
展

し
た
言
語
学（
語
用
論
）、
社
会
心
理
学
等
の

知
見
を
加
味
す
る
。

　

ま
ず
、
対
話
モ
デ
ル
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
相

互
作
用（interaction

）、
す
な
わ
ち
双
方
向
で

の
回
帰
的
な
情
報
の
や
り
と
り
で
あ
る（※

９
）。
通
信
モ
デ
ル
の
よ
う
に
一
方
向
で
直
線

的
に
流
れ
る
も
の
で
は
な
い
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
、
送
り
手
と
受
け
手
の
そ
れ
ぞ
れ

個
人
を
単
位
と
は
せ
ず
、
両
者
で
や
り
と
り
し
循
環
す
る
関
係
を
単
位
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
な
る（
図
２
）。

　

わ
れ
わ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い（O

ne cannot not 

com
m

unicate.

）（※

10
）。
言
葉
を
発
す
る
必
要
も
な
い
。
送
り
手
が
意
図
し
な
く
て

も
受
け
手
に
伝
わ
っ
て
し
ま
う
。
何
も
伝
え
な
い
よ
う
意
図
的
に
努
力
し
て
も
伝
わ
っ

て
し
ま
う
。
試
し
に
２
人
で
無
表
情
か
つ
無
言
で
向
か
い
合
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
で
も

伝
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
対
面
し
て
い
な
く
て
も
、
届
い
た
メ
ー
ル

に
返
事
を
出
さ
ず
放
置
す
る
だ
け
で
、
不
在
・
多
忙
・
失
念
・
怠
惰
・
無
視
・
拒

絶
な
ど
が
状
況
に
応
じ
て
伝
わ
る
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
送
り
手
や
受
け
手
の
意

図
を
超
え
て
循
環
す
る
相
互
作
用
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
層
で
は
な
く
複
層
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
、

内
容
そ
の
も
の
を
伝
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン（
報
告
機
能
）が
あ
る
。そ
れ
に
加
え
て
、

関
係
を
伝
え
行
動
を
限
定
・
拘
束
す
る
メ
タ
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
命
令
機
能
）が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る（※

11
）。
例
え
ば
、
上
司
が
忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞
き
た
い
と
口
で

は
言
っ
て
も
、
し
か
め
面
で
腕
組
み
し
て
い
て
は
、
部
下
は
誰
も
本
音
を
話
そ
う
と
し

な
い
。
メ
ー
ル
の
顔
文
字
や
絵
文
字
は
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
関
係
を
加
え
て
伝
え
る
。

人
間
は
内
容
だ
け
で
な
く
関
係
も
同
時
に
伝
え
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

伝
わ
る
情
報
と
意
味

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
で
伝
わ
る
内
容
と
し
て
の
情
報
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

「
違
い
を
生
む
違
い（a difference w

hich m
akes a difference

）」で
あ
る（※

12
）。

ど
っ
ち
だ
っ
て
い
い（m

ake no difference

）よ
う
な
違
い
で
は
な
く
、
違
っ
て
い
る
こ

と
に
違
い
が
あ
る
違
い
で
あ
る
。
花
の
種
類
に
つ
い
て
い
え
ば
、
桜
の
花
と
いっ
て
も
厳
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コミュニケーションの対話モデル図3

A B

意味 意味

推論 推論

共　有

共　有

コミュニケーション

コンテキスト

知識、スキーマ

（関係）（関係）
（内容）（内容）

（関係）（関係）
（内容）（内容）

感情 感情

情 報情 報

情 報情 報

情 報

情 報

密
に
は
一
輪
一
輪
違
う
が
、
そ
れ
は
違
い
を
生
ま
な
い
た
だ
の
違
い
で
あ
る
。
桜
の

花
と
梅
の
花
と
の
違
い
こ
そ
が
、
花
の
種
類
と
し
て
の
違
い
を
生
む
違
い
、
す
な
わ

ち
情
報
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
情
報
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
空
疎
で
あ
る
。
情
報
の
意
味
を
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
は
意
味
を
求
め
る
存
在
で
あ
り（※

13
）、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は「
意
味
の
追
求（effort after m

eaning

）」（※

14
）の
た
め
の
営
為
な

の
で
あ
る
。

　

情
報
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
で
あ
る
コ
ン

テ
キ
ス
ト（
文
脈
・
状
況
）を
参
照
し
推
論
す
る
こ
と
に
な
る（※

15
）。
一
杯
奢
る

と
誘
っ
て
も
、い
つ
も
な
ら
相
好
を
崩
す
の
に
、
禁
酒
中
だ
と
睨
み
返
さ
れ
る
の
は
、

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
意
味
が
違
っ
て
く
る
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
コ
ン
テ

キ
ス
ト
が
ど
こ
ま
で
共
有
で
き
て
い
る
か
定
か
で
な
い
し
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

び
に
上
書
き
さ
れ
変
化
し
て
い
く
。
推
論
の
基
盤
と
な
る
知
識
、
知
識
を
使
用
す

る
認
知
の
枠
組
み
で
あ
る
ス
キ
ー
マ（※

16
）に
つ
い
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
完
全

に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

非
合
理
的
な
判
断
、
感
情
の
作
用

　

意
味
の
推
論
に
あ
た
っ
て
は
、
合
理
的
に
判
断
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
当
該
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
他
の
事
象
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
感
情
も
作
用
す
る
。
人
間
は
論

理
一
辺
倒
で
は
な
く
、
情
に
も
棹
差
し
流
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

　

社
会
心
理
学
で
は
、
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ク
ス（
困
難
な
問
い
に
対
し
て
、
適
切
で
は

あ
る
が
往
々
に
し
て
不
完
全
な
答
を
見
つ
け
る
単
純
な
手
続
き
）（※

17
）や
、
精
緻

化
見
込
モ
デ
ル（
動
機
づ
け
と
能
力
の
有
無
に
よ
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
そ
の
も
の
の
内

容
を
よ
く
吟
味
す
る
中
心
ル
ー
ト
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
以
外
の
手
が
か
り
で
簡
便
に
判

断
す
る
周
辺
ル
ー
ト
を
使
い
分
け
る
）（※

18
）が
市
民
権
を
得
て
、
人
間
の
非
合
理

性
も
理
論
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
理
論
に
よ
る
と
、
肯
定
的
な
感

情
の
時
に
は
周
辺
ル
ー
ト
、
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ

ク
ス
が
、
否
定
的
な
感
情

の
時
に
は
中
心
ル
ー
ト
、

慎
重
な
検
討
が
と
ら
れ
や

す
い
と
さ
れ
る（※

19
）。
感

情
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
特
に
関
係
の
メ
タ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目

す
る（※

20
）。

有
益
な
誤
解
に
よ

る
理
解

　

こ
の
よ
う
に
人
間
の
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
、
必
ず
し

も
共
有
さ
れ
な
い
知
識
、

ス
キ
ー
マ
、コ
ン
テ
キ
ス
ト
の

下
で
、
複
層
レ
ベ
ル
に
お
い

て
連
鎖
的
に
循
環
す
る
累

積
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、感
情
も
作
用
す
る（
図

３
）。
情
報
の
意
味
は
、
他
者
と
の
相
互
作

用
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
変
化
し
て
い
く
。
完

璧
な
理
解
な
ど
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
。コ
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（関係）
（内容）

（関係）
（内容）情 報

情 報

情 報

情 報

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
有
益
な
誤
解（useful m

isunderstanding

）（※

21
）を
し
あ
い

な
が
ら
理
解
し
あ
う
微
妙
な
行
為
な
の
で
あ
る
。

お 
わ 
り 

に

　

機
械
の
通
信
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
人
間
の
対
話
モ
デ
ル
を
念
頭
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
本
稿
が
、
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
労
を
多
少
な
り
と
も
軽
減
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
対
話
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
消
費
者
行
動
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。
本
誌
上
な
ど
で
順
次
発
表
し
て
い
く
。

（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

研
究
員
）

（※

１
）ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
、
ワ
レ
ン
・
ウ
ィ
ー
バ
ー（
２
０
０
９
）『
通
信
の
数
学
的
理
論
』

筑
摩
書
房

（※

２
）デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ロ（
１
９
７
２
）『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
』協
同
出
版

（※

３
）ケ
ネ
ス
・
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ（
１
９
７
５
）『
経
済
学
を
超
え
て
』学
習
研
究
社

（※

４
）エ
ベ
レ
ッ
ト
・
Ｍ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ（
１
９
９
２
）『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
科
学
』共
立
出
版
、

エ
ベ
レ
ッ
ト
・
Ｍ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
、
リ
ー
カ
・
Ａ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ（
１
９
８
５
）『
組
織
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
入
門
』ブ
レ
ー
ン
出
版

（※

５
）マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
、エ
リ
ッ
ク
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン（
２
０
０
２
）『
メ
デ
ィ
ア
の
法
則
』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

（※

６
）西
垣
通（
２
０
０
４
）『
基
礎
情
報
学
』Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
西
垣
通（
２
０
０
８
）『
続
基
礎
情

報
学
』Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

（※

７
）グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン（
２
０
０
０
）『
精
神
の
生
態
学
』新
思
索
社
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・

ベ
イ
ト
ソ
ン（
２
０
０
１
）『
精
神
と
自
然
』新
思
索
社
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
、

ジ
ャ
ー
ゲ
ン
・
ロ
イ
シ
ュ（
１
９
９
５
）『
精
神
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』新
思
索
社
、モ
リ
ス
・

バ
ー
マ
ン（
１
９
８
９
）『
デ
カ
ル
ト
か
ら
ベ
イ
ト
ソ
ン
へ
』国
文
社
、
野
村
直
樹（
２
０
０
８
）

『
や
さ
し
い
ベ
イ
ト
ソ
ン
』金
剛
出
版
、
野
村
直
樹（
２
０
１
２
）『
み
ん
な
の
ベ
イ
ト
ソ
ン
』

金
剛
出
版

（※

８
）ポ
ー
ル
・
ワ
ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、
ド
ン
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ

ヴ
ェ
ラ
ス（
１
９
９
８
）『
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』二
瓶
社
、
リ
ン
・
ホ
フ

マ
ン（
１
９
８
８
）『
家
族
療
法
の
基
礎
理
論
』朝
日
出
版
社
、
若
島
孔
文
・
長
谷
川

啓
三（
２
０
０
０
）『
短
期
療
法
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』金
剛
出
版
、
若
島
孔
文（
２
０
０
１
）

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
臨
床
心
理
学
』北
樹
出
版
、
花
田
里
欧
子（
２
０
１
０
）『
パ

タ
ー
ン
の
臨
床
心
理
学
』風
間
書
房

（※

９
）ポ
ー
ル
・
ワ
ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、ド
ン
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ
ヴ
ェ
ラ

ス（
１
９
９
８
）『
人
間
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』二
瓶
社
、Paul W

atzlaw
ick, 

John H
. W
eakland （1977

）, The Interactional V
iew
, N
orton.

（※

10
）ポ
ー
ル
・
ワ
ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、
ド
ン
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ

ヴ
ェ
ラ
ス（
１
９
９
８
）『
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』二
瓶
社

（※

11
）グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン（
２
０
０
０
）『
精
神
の
生
態
学
』新
思
索
社
、
ポ
ー
ル
・
ワ

ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、ド
ン
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ
ヴ
ェ
ラ
ス（
１
９
９
８
）

『
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』二
瓶
社

（※

12
）グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン（
２
０
０
０
）『
精
神
の
生
態
学
』新
思
索
社

（※

13
）ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル（
２
０
０
２
）『
意
味
へ
の
意
志
』み
す
ず
書
房

（※

14
）野
村
直
樹（
２
０
１
０
）『
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
時
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』遠
見
書
房

（※

15
）ヤ
コ
ブ
・
メ
イ（
１
９
９
６
）『
こ
と
ば
は
世
界
と
ど
う
か
か
わ
る
か
』ひ
つ
じ
書
房
、

ダ
ン
・
ス
ペ
ル
ベ
ル（
１
９
９
９
）『
関
連
性
理
論
』研
究
社
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
レ
ヴ
ィ

ン
ソ
ン（
１
９
９
０
）『
英
語
語
用
論
』研
究
社
、
ジ
ェ
ニ
ー
・
ト
マ
ス（
１
９
９
８
）『
語

用
論
入
門
』研
究
社
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
レ
カ
ナ
テ
ィ（
２
０
０
６
）『
こ
と
ば
の
意
味
と

は
何
か
』新
曜
社

（※

16
）西
田
ひ
ろ
子（
２
０
０
０
）『
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』創
元
社

（※

17
）ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン（
２
０
１
１
）『
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン 

心
理
と
経
済
を
語
る
』

楽
工
社
、
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン（
２
０
１
２
）『
フ
ァ
ス
ト
＆
ス
ロ
ー（
上
・
下
）』早

川
書
房

（※

18
）Richard E

. P
etty, John T. C

acioppo

（1986

）, C
om
m
unication and 

P
ersuasion C

entral and P
eripheral R

outes to A
ttitude C

hange, 
S
pringer-V

erlag.

（※

19
）北
村
英
哉
・
大
坪
庸
介（
２
０
１
２
）『
社
会
心
理
学
』有
斐
閣
、杉
本
徹
雄（
２
０
１
２
）

『
新
・
消
費
者
理
解
の
た
め
の
心
理
学
』福
村
出
版
、相
川
充
・
高
井
次
郎（
２
０
１
０
）

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
人
関
係
』誠
信
書
房

（※

20
）シ
ー
ラ
・
マ
ク
ミ
ナ
ー
、
ケ
ネ
ス
・
Ｊ
・
ガ
ー
ゲ
ン（
１
９
９
７
）『
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ

ピ
ー 
社
会
構
成
主
義
の
実
践
』金
剛
出
版
、
若
島
孔
文（
２
０
０
７
）『
社
会
構
成
主

義
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』金
子
書
房

（※

21
） ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ド
・
シ
ェ
イ
ザ
ー（
１
９
９
４
）『
ブ
リ
ー
フ
・
セ
ラ
ピ
ー
を
読
む
』金

剛
出
版

CEL OUTPUT

CEL

65 Mar. 2013  Vol.103 CEL




